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○支援者の集い（総会）

 皆さまのご協力によ

り、12 月 10 日（ 土 ）

巣鴨にて支援者の集い

を無事行うことができ

ました。第一部を総会

として議案と予算・決

算の議決をいただきま

して、第二部では支援

者の集いとして開催

し、ネットの皆さま方

と楽しく語らいまし

た。その様子が４面に

て紹介されています。

○次号の発行は、５月

１日となります。

【三宅島ふるさとネット事務局】

郵便番号：173-0005

住所：板橋区仲宿２-１

　携帯：090-4922-0798

  FAX：03-3964-4065

　　連絡先　佐藤就之

事務局便り

 

三
宅
島
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
平
素
よ
り
三
宅
村
及
び

関
係
者
の
た
め
に
精
力
的
に

活
動
頂
い
て
い
る
こ
と
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

私
は
昨
年
２
月
、
引
き
続

き
村
政
の
舵
取
り
と
い
う
重

責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
29

年
の
新
春
を
迎
え
、
「
島
に

育
ち
、
島
に
生
き
未
来
に
つ

な
ぐ
三
宅
島
～
心
ひ
と
つ
に

三
宅
の
創
造
～
」
の
実
現
の

た
め
、
そ
の
責
務
を
果
た
す

決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

 

こ
の
よ
う
な
島
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、

島
の
力
と
な
る
人
材
が
必
要

不
可
欠
で
す
。
現
在
、
小
中

学
校
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
更
に
活

用
す
る
た
め
効
果
的
な
教
材

や
手
法
を
取
り
入
れ
、
学
力

向
上
を
図
る
と
と
も
に
情

報
活
用
能
力
の
向
上
に
努
め

ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

 

私
は
、
そ
の
次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
が
人
財
と
な
っ

た
将
来
、
胸
を
張
っ
て
島
づ

く
り
の
バ
ト
ン
を
渡
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
現
在
山
積
し

て
い
る
課
題
の
解
決
に
今
後

と
も
一
層
邁
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

 

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
元
気
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る

島
づ
く
り
に
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

 
結
び
に
、
今
年
一
年
が
皆

さ
ま
に
と
っ
て
、
そ
し
て
三

宅
島
に
と
っ
て
よ
り
素
晴
ら

し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
祈

念
申
し
上
げ
て
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

が
知
性
や
感
性
を
高
め
道
徳

的
心
情
や
体
力
の
向
上
を
図

り
、
人
間
性
豊
か
に
成
長
す

る
よ
う
学
校
・
家
庭
・
地
域

社
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

担
い
、
三
宅
島
一
体
と
な
っ

て
島
の
宝
の
育
成
に
取
り
組

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
中
は
皆
さ
ま
の
ご
協

力
に
よ
り
様
々
な
活
動
を
行

う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

２
０
０
０
年
の
三
宅
島
噴

火
被
害
に
対
し
て
、
い
ち
早

く
再
生
の
姿
を
見
せ
た
の

は
、
海
と
山
と
平
地
の
回
復
・

再
生
で
し
た
。
特
に
、
雄
山

は
４
割
近
く
草
木
も
枯
れ
果

て
、
泥
流
に
よ
り
幾
筋
も
深

い
溝
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
が
継
続
し
て
緑
化

活
動
に
来
島
し
て
、
今
は
雄

山
の
頂
上
も
緑
と
な
り
ま
し

た
。
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

よ
う
や
く
帰
島
10
年
を
経

て
旧
小
・
中
校
舎
坪
田
体
育

館
は
、
日
本
一
の
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
設
備
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

誘
致
に
名
乗
り
を
上
げ
て
い

ま
す
。
ま
た
三
宅
島
に
退
職

後
住
み
着
い
た
Ｓ
さ
ん
が
日

本
最
大
の
椎
の
木
を
見
つ
け

観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る

動
き
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

長
期
噴
火
災
害
の
復
興
・

再
生
の
努
力
を
行
っ
て
い
る

櫻
田
村
政
と
東
京
都
な
ど
努

力
が
実
を
結
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
「
帰
り
た
く
て
も
帰

る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
在

京
者
」
の
皆
さ
ん
。
高
齢
化

な
ど
の
困
難
に
負
け
ず
に
、

お
体
を
大
切
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

三宅村村長　櫻田昭正

実
を
結
び
始
め
た
努
力
の
継
続
を

子どもたちの育成 島一体で

　

帰
島
か
ら
11
年
目
と
な
る
２
０
１
６
年
。
「
島
に
育
ち
、
島
に
生
き
未
来
に
つ
な
ぐ

三
宅
島
～
心
ひ
と
つ
に
三
宅
の
創
造
～
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
か
げ
、
島
の
更

な
る
発
展
を
リ
ー
ド
す
る
櫻
田
昭
正
村
長
が
、
次
の
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育

成
な
ど
へ
の
方
針
を
述
べ
た
年
頭
の
挨
拶
を
本
紙
に
寄
せ
て
く
だ
さ
っ
た
。

ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
会
長　

佐
藤
就
之
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ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
16
年
度
決
算
・
17
年
度
予
算

12
月
10
日
実
施
の
総
会
で
承
認

平
成
28
年
度
の
報
告
と
平
成
29
年
度
の
方
針

積
み
重
ね
て
き
た
復
興
・
再
生
へ
の
努
力

多
く
の
方
々
の
協
力
・
支
援
を
得
る
中
で

１
、
三
宅
島
新
報
の
発
行

　

Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
の
皆
さ
ん
の
努

力
で
、
今
年
度
は
三
宅
島
新

報
第
61
号
、
第
62
号
、
第
63

号
の
計
３
部
を
発
行
し
た
。

２
、
世
話
人
会
の
開
催

　

第
44
回
世
話
人
会
は
６
月

４
日
（
土
）
、
第
45
回
世
話

人
会
９
月
３
日
（
土
）
、
第

46
回
世
話
人
会
11
月
26
日

（
土
）
に
巣
鴨
の
ル
ノ
ア
ー

ル
に
て
行
わ
れ
た
。

３
、
神
楽
坂
あ
お
ぞ
ら
市
出
店

　

５
月
15
日
（
日
）
神
楽
坂

の
あ
お
ぞ
ら
フ
ェ
ス
タ
に
三

宅
島
物
産
店
と
し
て
出
店
し

た
。
店
で
は
、
特
産
品
の
明

日
葉
や
島
の
り
、
た
け
の
こ

タ
ー
ト
フ
ラ
ッ
グ
の
合
図
に

よ
っ
て
89
台
の
バ
イ
ク
が
一

斉
に
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
大

盛
況
だ
っ
た
。

５
、
第
17
回
三
宅
島
産
業
祭

　
　

の
開
催

　

11
月
19
日
（
土
）
、
20
日

（
日
）
２
日
間
、
阿
古
体
育

館
ほ
か
に
て
、
三
宅
島
の
さ

情
報
発
信
等
の
更
な
る
充
実
を

１
、
「
三
宅
島
新
報
」
等
の

　
　

情
宣
活
動

　

「
三
宅
島
新
報
」
発
行
は
、

神
奈
川
県
の
私
立
向
上
高
校

新
聞
委
員
会
の
卒
業
生
が
つ

く
る
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
の
協
力
に
よ

り
10
年
間
に
及
ぶ
。
17
年
度

も
５
、
７
、
10
、
１
月
の
４

回
に
発
行
し
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
Ｈ
Ｐ
等
で
も
情
報
発
信

を
し
ま
す
。

２
、三
宅
島
物
産
展

　

神
楽
坂
商
店
街
の
ご
協
力

で
「
あ
お
ぞ
ら
市
」
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
、

２
年
に
１
度
実
施
さ
れ
る
５

月
の
「
島
じ
ま
ん
」
（
竹
芝

桟
橋
）
へ
の
参
加
を
検
討
し

ま
す
。

３
、
世
話
人
会
、
総
会

　

世
話
人
会
開
催
は
、
６
、

９
、
11
、
３
月
。
総
会
・
支

援
者
の
集
い
は
12
月
に
開
催

し
ま
す
。

４
、「
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ル
」「
全

　
　

島
避
難
の
記
録
創
り
」

　

各
被
災
地
と
の
交
流
、
支

援
。
三
宅
島
支
部
の
活
動
を

発
展
さ
せ
ま
す
。

５
、
「
三
宅
島
新
報
」
配
布
・

　
　

郵
送
な
ど
の
活
動
資
金

　

引
き
続
き
皆
さ
ま
の
ご
寄

付
を
仰
ぎ
三
宅
島
噴
火
災
害

の
風
化
を
食
い
止
め
島
の
再

生
・
復
興
、
在
京
者
支
援
に

務
め
ま
す
。

ま
ざ
ま
な
産
業
を
み
て
・
食

べ
て
・
体
験
し
て
楽
し
め
る

催
し
が
開
催
さ
れ
た
。
「
宝

船
」
の
農
産
物
を
利
用
し
た

野
菜
の
詰
め
放
題
が
行
わ

れ
、
多
く
の
人
で
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
。

　

そ
の
他
に
、
新
た
な
紙
面

づ
く
り
の
た
め
に
三
宅
島
新

報
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い

ま
し
た
。
ご
協
力
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。
貴
重
な
ご
意
見

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

12
月
10
日
に
巣
鴨
で
行
わ
れ
た
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
の
総
会
で
、
今
年
度
の
活
動
報
告
お
よ
び
来
年
度
の
方
針
、
今
年
度
の

決
算
、
来
年
度
予
算
が
承
認
さ
れ
、
来
年
度
も
島
の
復
興
・
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み
を
継
続
で
き
る
環
境
が
整
っ
た
。

等
を
販
売
し
た
。

４
、
Ｗ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
三

　
　

宅
島
エ
ン
デ
ュ
ー

　
　

ロ
レ
ー
ス

　

11
月
12
日
（
土
）
今

年
で
７
回
目
と
な
っ
た

エ
ン
デ
ュ
ー
ロ
レ
ー
ス

は
、
七
島
展
望
台
周
辺

特
設
コ
ー
ス
で
開
催
さ

れ
た
。
レ
ー
ス
は
、
大

会
名
誉
会
長
の
小
池
百

合
子
東
京
都
知
事
の
ス

在
京
者
へ
の
支
援
や
風
化
防
止
な
ど
も

12 月 10 日の総会で挨拶する佐藤会長

収入の部 2016 年度予算 2016 年度決算 2017 年度予算

寄付金 700,000 380,000 650,000

活動収入 100,000 89,800 100,000

雑収入 100 234 100

前期繰越金 5,268 5,268 6,232

収入合計 805,368 475,302 756,332

支出の部 2016 年度予算 2016 年度決算 2017 年度予算

広報費 688,000 396,522 650,000

訪問活動費 1,000 0 1,000

活動費 55,000 45,598 55,000

会議費 10,000 4,030 3,000

事務備品費 5,000 2,588 5,000

通信費 30,000 16,412 30,000

渉外費 1,000 980 1,000

雑支出 15,368 2,940 11,332

小計 805,368 469,070 756,332

次期繰越金 0 6,232 0

合計 805,368 475,302 756,332
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島
避
難
の
記
録
創
り
」

　

各
被
災
地
と
の
交
流
、
支

援
。
三
宅
島
支
部
の
活
動
を

発
展
さ
せ
ま
す
。

５
、
「
三
宅
島
新
報
」
配
布
・

　
　

郵
送
な
ど
の
活
動
資
金

　

引
き
続
き
皆
さ
ま
の
ご
寄

付
を
仰
ぎ
三
宅
島
噴
火
災
害

の
風
化
を
食
い
止
め
島
の
再

生
・
復
興
、
在
京
者
支
援
に

務
め
ま
す
。

　「みやけ保育園」で保育士とお手伝
いをしてくれる方を募集しています。
みやけ保育園では、10 月 1 日現在 57
名の園児と1名の一時保育児を預かっ
ていますが、保育士（正規職員）、保
育助員も不足している。島内には、
１園のみで待機児もいます。
　自然豊かな三宅島で働いてみよう
という方は、ぜひご応募下さい。詳
細は、三宅村ホームページの新着情
報の三宅村職員募集に掲載されてい
ます。
電話での問い合わせは、保育士は三
宅村総務課人事係 04994（5）0981。
臨時職員は、村民生活課福祉係 04994

（5）0904 です。臨時職員は、保育士
資格なくても可です。
　採用者が決まりしだい締切ります
ので、電話等で問い合わせください。
もちろん三宅島外の方も大歓迎です。
ご応募お待ちしております。

　

「
三
宅
島
新
報
」
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
読
者
の
皆

さ
ま
に
、
第
62
号
（
７
月
１

日
）
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
し
た
。
無
作
為
で
郵

送
、
手
配
り
を
し
て
い
る

方
々
に
ハ
ガ
キ
各
50
通
を
新

報
に
同
封
し
ま
し
た
。
11
通

返
信
、
Ｈ
Ｐ
の
「
問
い
合
わ

せ
」
で
も
お
答
え
い
た
だ
き

ま
し
た
。
紙
面
の
関
係
で
一

部
内
容
の
要
旨
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

Ｑ
１
読
み
た
い
と
思
う
記
事

　
　

や
知
り
た
い
こ
と
は
何

　
　

で
す
か
？

・
三
宅
島
の
伝
統
や
歴
史
。

例
え
ば
、
小
金
井
市
、
高
遠

町
と
の
友
好
の
絆
と
詳
細
。

村
の
催
事
と
写
真
・
三
宅
島

の
今
に
つ
い
て
、
紹
介
す
る

記
事
・
島
内
、
島
外
で
生
活

し
て
い
る
若
い
人
た
ち
の
心

の
問
題
を
含
め
た
現
状
・
島

の
各
団
体
の
活
動
状
況
・
未

帰
還
者
の
現
状
・
村
の
「
ふ

る
里
納
税
」
の
取
り
組
み
現

状
・
今
後
の
島
内
の
予
定
な

ど　

他

Ｑ
２
ど
の
よ
う
な
記
事
に
注

な
ど
・
会
長
時
報
は
説
得
性

が
あ
る
・
子
ど
も
の
数
、
高

校
生
の
進
路
な
ど
・
長
期
的

被
災
者
支
援
策
、
他
に
生
か

さ
れ
た
教
訓
・
復
興
の
様
子

が
わ
か
る
も
の
。
他

Ｑ
３
こ
れ
ま
で
の
三
宅
島
新

　
　

報
に
つ
い
て
ど
う
思
い

　
　

ま
す
か
？

・
避
難
者
に
故
郷
の
復
興
状

況
を
し
ら
せ
勇
気
と
希
望
を

与
え
た
唯
一
の
新
報
で
あ
り

私
ど
も
の
誇
り
で
す
。
・
上

質
紙
、
カ
ラ
ー
と
な
り
見
や

す
く
な
っ
た
・
内
容
、
構
成

と
も
工
夫
さ
れ
て
い
る
・
長

年
に
わ
た
る
発
行
の
継
続
に

敬
意
。
他

Ｑ
４
そ
の
理
由
を
教
え
て
く

　
　

だ
さ
い
。

・
何
し
ろ
向
上
高
校
の
卒
業

生
の
皆
さ
ん
が
今
も
私
共
の

為
に
関
わ
っ
て
下
さ
り
目
頭

が
滲
み
ま
す
・
第
一
に
時
機

を
得
た
話
題
、
第
二
に
取
材

対
象
が
広
範
囲
・
読
み
や
す

い
（
以
前
よ
り
紙
質
が
よ

い
）
・
関
係
者
の
方
々
が
胸

に
秘
め
て
こ
ら
れ
た
「
三
宅

島
へ
の
熱
い
思
い
」
が
な
け

れ
ば
、
こ
こ
ま
で
長
続
き
し

な
か
っ
た
で
し
ょ
う　

他

Ｑ
５
そ
の
他
の
意
見
が
あ
れ

　
　

ば
お
書
き
く
だ
さ
い
。

・
各
地
の
郷
友
会
の
総
会
の

写
真
を
拝
見
し
ま
す
。
郷
土

を
愛
す
る
同
志
と
し
て
「
新

報
」
も
活
用
し
て
復
興
の
起

爆
剤
と
し
て
ほ
し
い
・
避
難

は
終
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
・「
新

報
」
の
果
た
す
役
割
は
今
後

と
も
大
な
る
も
の
が
あ
る
と

思
い
ま
す
・
三
宅
を
ど
ん
ど

ん
ア
ピ
ー
ル
し
て
く
だ
さ

い
。
お
ね
が
い
し
ま
す
・
末

永
い
発
行
を
祈
念
・
専
門
的

な
内
容
は
わ
か
ら
な
い
。
明

る
い
ニ
ュ
ー
ス
を　

他

　

そ
の
ほ
か
に
、
「
一
方
的

な
勝
手
な
意
見
、
生
活
保
護

率
（
％
と
‰
）
の
誤
報
に
小

学
生
並
み
と
の
厳
し
い
意
見

（
メ
ー
ル
で
も
ご
注
意
頂
き

ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
）
被
害
者
意
識
は
な

く
し
自
分
の
人
生
を
生
き
る

事
」
が
一
通
。
今
後
と
も
誤

字
等
は
注
意
し
ま
す
。

　

島
民
、
在
京
者
、
支
援
者
、

ふる
さとネットでは、

三宅島新報に関するアン
ケートを実施した。厳しい
意見も寄せられる中、その
結果を参考に、更に読まれ
る紙面を目指し、改革

を進めていく。

新報アンケートより

読まれる紙面今後も

島で働く保育士さん急募
お知らせ 目

を
し
て
い
ま

す
か
？

・
会
長
時
評
、

村
長
指
針
、
各

職
域
長
の
負
担

２０１７年１月１日三宅島新報

寄
せ
ら
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答

マ
ス
コ
ミ
関
係
者

な
ど
ご
協
力
を
頂

き
感
謝
い
た
し
ま

す
。
ま
た
過
分
の

お
言
葉
も
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
編

集
制
作
の
Ｄ
Ｔ
Ｐ

Ａ
・
世
話
人
・
事

務
局
一
同
共
に
皆

さ
ま
の
ご
期
待
に

そ
え
る
よ
う
に
努

力
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。
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この新聞は、神奈川県の私立向上高校新聞委員会の卒業生がつくる「ＤＴＰＡ」が編集作業を担当しています。

　

12
月
10
日
、
「
支
援
者
の

つ
ど
い
」
は
19
時
か
ら
巣
鴨

の
沖
縄
料
理
店
「
分
あ
じ
こ

や
」
で
行
わ
れ
た
。

　

司
会
を
務
め
た
の
は
佐
藤

就
之
会
長
で
、
冒
頭
、
今
年

１
年
の
支
援
に
対
す
る
お
礼

の
言
葉
と
と
も
に
、
道
半
ば

で
あ
る
三
宅
の
長
期
災
害
の

復
興
に
向
け
た
更
な
る
協
力

を
呼
び
か
け
た
。

　

続
い
て
、
元
文
化
放
送
の

防
災
キ
ャ
ス
タ
ー
で
あ
る
高

橋
民
夫
さ
ん
が
乾
杯
の
挨
拶

に
立
っ
た
。
高
橋
さ
ん
は
、

「
『
支
援
者
の
つ
ど
い
』
の
よ

う
な
「
顔
の
見
え
る
集
ま
り

を
、
長
く
続
け
て
い
る
こ
と

は
と
て
も
大
切
だ
」と
話
し
、

熊
本
地
震
な
ど
の
例
も
挙

編
集
後
記

　

昨
年
度
も
無
事
に
「
三

宅
島
新
報
」
の
発
行
を
お

手
伝
い
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
も
、
皆
様
の
ご
協

力
の
賜
物
で
す
。
い
た
だ

い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
意

見
を
活
か
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
今
年
も
で
き
る

か
ぎ
り
努
力
を
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

　
　
　

（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
一
同
）

「支援者のつどい」和やかな雰囲気で

絆の大切さ みんなで確認
　

12
月
10
日
、
巣
鴨
の
沖
縄
料
理
店
で
、
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
の
総
会
の
の
ち
「
支
援
者
の
つ
ど

い
」
が
行
わ
れ
た
。
元
文
化
放
送
防
災
キ
ャ
ス
タ
ー
の
高
橋
民
夫
さ
ん
の
発
声
に
よ
る
乾
杯
で

始
ま
っ
た
つ
ど
い
で
は
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り
が
挨
拶
に
立
っ
た
。
こ
の
中
で
参
加
者
は
、
長

期
災
害
か
ら
の
復
興
の
際
に
絆
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。「

三
宅
に
励
ま
さ
れ
た
」

げ
、
災
害
時
に
隣
同
士
、
顔

の
見
え
る
者
同
士
が
助
け
合

う
大
切
さ
を
説
い
た
。
そ
し

て
、
参
加
者
は
、
隣
同
士
で

手
を
繋
ぎ
合
い
、
大
き
な
輪

を
つ
く
っ
て
お
互
い
の
絆
を

確
認
し
合
っ
た
。

　

乾
杯
の
の
ち
は
、
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
、

参
加
者
は
、
沖
縄
料
理
の

数
々
や
、
美
味
し
い
お
酒
に

舌
鼓
を
打
っ
た
。

　

今
回
の
「
支
援
者
の
つ
ど

い
」
で
は
、
17
名
の
参
加
者

が
、
つ
ど
い
の
途
中
で
自
己

紹
介
と
と
も
に
、
挨
拶
に

隣
同
士
の
助
け
合
い
を

ご寄付者名

立
っ
た
。

　

こ
の
う
ち
東
京
都
議
会
議

員
で
民
進
党
の
斉
藤
あ
つ
し

さ
ん
は
、
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト

の
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
敬
意

を
表
す
と
と
も
に
、
「
『
三
宅

島
新
報
』
な
ど
を
通
じ
て
島

の
情
報
を
得
る
と
と
も
に
、

島
民
や
在
京
者
か
ら
の
要
望

に
、
都
と
し
て
全
力
で
応
え

た
い
と
熱
く
語
っ
た
。

　

ま
た
、
豊
島
区
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
協
議
会
の
佐
藤
裕

美
さ
ん
は
、
そ
ん
な
神
戸
の

震
災
か
ら
続
く
長
期
災
害
復

興
の
難
し
さ
を
語
る
な
ど
、

噴
火
災
害
に
と
ど
ま
ら
な

い
、
幅
広
い
災
害
に
お
け
る

復
興
の
長
期
化
の
も
ど
か
し

さ
を
語
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
「
支
援
者
の
つ

ど
い
」
に
毎
年
参
加
し
て
い

る
女
優
の
京
町
さ
ん
は
、
阪

神
淡
路
大
震
災
以
降
様
々
な

こ
と
が
あ
っ
た
と
し
た
上

で
、
そ
れ
で
も
折
に
ふ
れ
、

「
三
宅
の
人
た
ち
に
励
ま
さ

れ
て
い
る
」
と
話
し
、
高
橋

氏
と
同
様
に
、
隣
同
士
の
助

け
合
い
に
よ
る
復
興
へ
の
努

力
を
呼
び
か
け
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
神
戸
の
阪

神
淡
路
大
震
災
か
ら
の
復
興

に
携
わ
っ
た
を
経
験
を
持
つ

参
加
者
が
多
く
い
た
こ
と
も

印
象
的
で
あ
る
。

　

「
支
援
者
の
つ
ど
い
」
は
、

そ
の
後
も
終
始
和
や
か
な
雰

囲
気
で
進
み
、
最
後
に
参
加

者
全
員
で
記
念
撮
影
を
し
て

終
了
し
た
。

吉田信行様、小澤英明様、光

安千久子様、吉島輝雄様、佐

藤就之様、板倉美紀子様、

栗原未帆様（Ｈ 28.9.18 ～

12.9）

　皆様のご協力に深く感謝を

申し上げます。

○ご寄付のお願い

郵便振替口座

口座番号：

 ００１２０－３－５４５０３６

口座名称：三宅島ふるさと再   

          生ネットワーク

17 人が参加して行われた支援者の集い


